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1 はじめに

安島直円は「円内容累円術」 (左右対称の場合天明 4年 (1784), 一般の場合寛政 3年 (1791)) の中で内

外の円があり, その間に環状に甲円, 乙円, 丙円, 丁円. . . を容れる. 外, 内, 甲円の直径を与えて乙円, 丙

円, 丁円. .. の直径を求める問題の解を述べている. 安島の出した結論は、累円の個数を角数とする正多角
形の二距斜幕率を求める. するとこの二距斜幕率から累円の直径を求める事ができると述べている. この問

題は松永良弼「算法全経 (廉術)」や有馬頼撞 \Gamma 拾磯算法』においてすでに取り上げられており累円の直径を
求める漸化式も載せられている. 安島直円はこれらの結果を踏まえて,「廉術変換」でその元となる, 外, 内,

甲, 乙円の直径の間の関係を一般に述べている.「円内容累円術」 において安島直円が述べようとしたことは
東 $=$ 7\rightarrow Mよが二距斜幕率に等しいことである. 従来安島直円の「円内容累円術」 は加藤平左工門氏の
\Gamma 和算ノ研究 雑論 $bJ$ に述べられているように, 東の高次方程式を求め, これが二距斜幕率の式と同じにな
ることを述べたものであるとされていたと思われる. 安島直円は東が二距斜幕率になることを, 証明しよう
として 「円内容累円術」 において東を 3円の場合より順に計算していったことは確かであるが, 安島直円が
述べている結論は二距斜幕率は級数によって求められることがわかっているので, 先に触れた漸化式によら
ず, 二距斜幕率によって累円の直径が求めらることを述べている. 累距斜を級数を用いて表すことは, 松永

良弼「方円算法」から始まっている. これは級数の研究が松永良弼から有馬頼撞, 安島直円へと発展していっ

たことが窺われる興味深いものである. 本稿では安島直円「円内容累円術」「後編」 について, 本文の順序に

したがって概説していく.

2 起源

仮如外径云内径云甲径云欲求乙丙丁及其次々円径者依廉術求得乙率而丙率而丁率及次々各率為法以甲径為
通実以所求法除之得其円径

外円の内に内円があり, 甲円, 乙円, 丙円, 丁円. . . を外円, 内円に接し, 互いに接するように入れる.

外円, 内円, 甲円の直径を与えて, 乙円, 丙円, 丁円 . . . の直径を求めよ.

廉術によって乙率, 丙率, 丁率 . . を求めて法とする. 甲円の直径を通実として,

通実
$\overline{L\text{率}}$

が乙円の直径である. 丙円, 丁円 .. . の直径も同様にして求められる.

数理解析研究所講究録
第 1546巻 2007年 181-200 181



丙率 $=$ 乙率 $x$ 因法 $+$ 増率一甲率 $=$ 乙率 (東 $-2$) $+$ 増率 $-1=$ 乙率 $x$ 東一因法 $-1$

丙率 $=$ 乙率 $x$ 東 – 束 $+1=$ 東 $x$ 冬 +1 冬 $=$ 乙率 $-1$

丁率 $=$ 丙率 $x$ 因法 $+$ 増率 – 乙率 =(東 $x$ 冬 +1)(東 $-2$) $+$ 増率一乙率

$=$ 東 2 $x$ 冬 $+$ 束 $-2$ 束 $x$ 冬 $-2+$ 増率 - 乙率

$=$ 東 2 $x$ 冬 $-2$ 東 $x$ 冬 $+$ 乙率

成率 $=$ 丁率 $x$ 因法 $+$ 増率 – 丙率

=(東 2 $x$ 冬 $-2$ 束 $x$ 冬 $+$ 乙率)(東 $-2$) $+2$ 乙率 - 束 $+2$ – 束 $x$ 冬 $-1$

$=$ 東 3 $x$ 冬 $-4$ 東 2 $x$ 冬 +3東 $x$ 冬 $+$ 東 $x$ 乙率 – 束 +1

$=$ 東 3 $x$ 冬 $-4$ 東 $2\cross$ 冬 +4東 $x$ 冬 +1

己率 $=$ 成率 $x$ 因法 $+$ 増率 – 丁率

=(東 s $x$ 冬 $-4$ 東 3 $x$ 冬 +4東 $x$ 冬 +1)(東 $-2$) $+2$ 乙率 - 束 $+2$ - 束 2 $x$ 冬 +2東 $x$ 冬 $-$乙率

$=$ 東 4 $x$ 冬 $-6$ 東$3\cross$ 冬 +11東 2 $x$ 冬 $-6$ 東 $x$ 冬 $+$ 乙率

庚率 $=$ 己率 $x$ 因法 $+$ 増率 - 成率

=(東 4 $x_{\backslash }^{*}-6$ 東 3 $x$ 冬 +11東 2 $x$ 冬 $-6$ 東 $x$ 冬 $+$ 乙率)(東 $-2$) $+$ ( $2$ 乙率 – 束 +2)

-(東 2 $x$ 冬 $-4$ 東 2 $x$ 冬 +4東 $x$ 冬 +1)

$=$ 東 5 $x$ 冬 $-8$ 東 4 $x$ 冬 $+22$ 東 3 $x$ 冬 $-24$ 東 2 $x$ 冬 +8東 $x$ 冬+1+ 東 (乙率 $-1$ )

$=$ 東 5 $x$ 冬 $-8$ 東 4 $x$ 冬 $+22$ 東 3 $x$ 冬 $-24$ 東 2 $x$ 冬 +9東 $x$ 冬+1

辛率 $=$ 庚率 $x$ 因法 $+$ 増率 - 己率

=(東 5 $x$ 冬 $-8$ 東 4 $x$ 冬 +22東 3 $x$ 冬 $-24$ 東 2 $x$ 冬 +9東 $x$ 冬+1)(東 $-2$) $+$ ( $2$ 乙率 - 束 +2)
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-(東 $4\cross$ 冬 $-6$ 東$3\cross$ 冬 +11東 2 $x$ 冬 $-6$ 東 $x$ 冬 $+$ 乙率)

$=$ 東 6 $\cross$ 冬 $-10$ 東 5 $\cross$ 冬 +37東 4 $x$ 冬 $-62$ 東 3 $x$ 冬 $+46$ 東 2 $\cross$ 冬 $-12$ 東 $\cross$ 冬 $+$ 乙率

壬率 $=$ 辛率 $x$ 因法 $+$ 増率 - 庚率

=(東 6 $x$ 冬 $-10$ 東 5 $x$ 冬 $+37$ 東$4_{X}$ 冬 $-62$ 東 3 $\cross$ 冬 +46東 $2\cross$ 冬 $-12$ 東 $\cross$ 冬 $+$ 乙率)(東 $-2$)

$+$ ( $2$ 乙率 - 束+2)–(東 5 $x$ 冬 $-8$ 東$4\cross$ 冬 +22東 3 $x$ 冬 $-24$ 東 2 $x$ 冬+9東 $x$ 冬 +1)

$=$ 東 7 $x$ 冬 $-12$ 東 6 $x$ 冬+56東 $5\cross$ 冬 $-128$ 東 4 $x$ 冬 +148東 3 $x$ 冬 $-80$ 東 2 $x$ 冬

+16東 $x$ 冬 $+1$

癸率 $=$ 壬率 $\cross$ 因法 $+$ 増率 – 辛率

$=$ 東 8 $x$ 冬 $-14$ 東 7 $x$ 冬 +79東 6 $x$ 冬 $-230$ 東 5 $x$ 冬 +367東$4\cross$ 冬

$-314$ 東 3 $x$ 冬 +130東 2 $x$ 冬 $-20$ 東 $x$ 冬 $+$ 乙率

側別の場合について

3円のとき, 丙率 $=$乙率

東 $x$ 冬 $+$ 乙率 $=$ 東 $x$ 冬 - 冬 $=$ 冬 (東 $-1$ ) $=0$

東 $-1=0$

4円のとき, 丁率 $=$乙率

東 2 $x$ 冬 $-2$ 東 $x$ 冬 $=$ 東 $x$ 冬 (東 $-2$) $=0$

東 $-2=0$

5円のとき, 丁率 $=$丙率

東 2 $x$ 冬 $-2$ 束 $x$ 冬 $+$ 乙率 $=$ 東 $x$ 冬 +1

冬 (東 2–3東 $+1$ ) $=0$ 東 2–3束 $+1=0$

$6$ 円のとき, 成率 $=$ 丙率

東 3 $x$ 冬 $-4$ 東 2 $x$ 冬+3東 $x$ 冬 $+$ 東 $x$ 乙率 - 束 $+1=$ 東 $x$ 冬 +1

東 $x$ 冬 (東 2-4東 $+3$) $=0$

東 2-4東 $+3=0$

7円のとき, 成率 $=$ 丁率
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東 3 $x$ 冬 $-4$ 東 $2\cross$ 冬 +3東 $x$ 冬 $+$ 東 $x$ 乙率 - 束 +1

$=$ 東 2 $x$ 冬 $-2$ 東 $x$ 冬 $+$ 乙率

冬 (東 3–5東$2+6$ 東 $-1=0$

東 3-5東$2+6$ 東 $-1=0$

8円のとき, 己率 $=$ 丁率

東 4 $x$ 冬 $-6$ 東 3 $x$ 冬 +11東 2 $x$ 冬 $-6$ 束 $x$ 冬 $+$ 乙率

$=$ 東$2\cross$ 冬 $-3$ 東 $x$ 冬 $+$ 乙率

東 $\cross$ 冬 (東 3-6東$2+10$ 東 $-4$) $=0$

東 3-6東$2+10$ 東 $-4=0$

9円のとき, 己率 $=$ 成率

東 4 $x$ 冬 $-6$ 東 3 $x$ 冬 +11東 2 $x$ 冬 $-6$ 東 $x$ 冬 $+$ 乙率

$=$ 東 3 $x$ 冬 $-4$ 東 $2\cross$ 冬+4東 $x$ 冬 +1

東 4–7東 3+15東 2 $-10$ 東 $+1=0$

10円のとき, 庚率 $=$ 成率

東 5 $x$ 冬 $-8$ 東 4 $x$ 冬+22東 3 $x$ 冬 $-24$ 東$2\cross$ 冬 +9東 $x$ 冬+1

$=$ 東 3 $x$ 冬 $-4$ 東 2 $x$ 冬+4東 $x$ 冬+1

東 4-8東$3+21$ 東 2-20東 $+5=0$

11円のとき, 庚率 $=$ 己率

東 5 $x$ 冬 $-8$ 東 4 $x$ 冬 $+22$ 東 3 $x$ 冬 $-24$ 東 2 $x$ 冬+9東 $x$ 冬+1

$=$ 東 4 $x$ 冬 $-6$ 東 3 $x$ 冬 +11東 2 $x$ 冬 $-6$ 東 $x$ 冬 $+$ 乙率

東$s_{-9}$東 4+28東 3–35東$2+15$ 東 $-1=0$

12円のとき, 辛率 $=$ 己率

東 6 $x$ 冬 $-10$ 東 5 $x$ 冬 +37東 4 $x$ 冬 $-62$ 東 3 $x$ 冬 +46東 2 $x$ 冬一 12東 $x$ 冬 $+$ 乙率

$=$ 東 4 $x$ 冬 $-6$ 東 3 $x$ 冬 +11東 2 $x$ 冬 $-6$ 東 $x$ 冬 $+$ 乙率

東 5–10東$4+36$ 東 3–56東$2+35$ 東 $-6=0$
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13円のとき, 辛率 $=$ 庚率

東 6 $\cross$ 冬 $-10$ 東 5 $\cross$ 冬 +37東 4 $x$ 冬 $-62$ 東 3 $\cross$ 冬 $+46$ 東 2 $\cross$ 冬 $-12$ 東 $x$ 冬 $+$ 乙率

$=$ 東 5 $x$ 冬 $-8$ 東 4 $x$ 冬 +22東 3 $x$ 冬 $-24$ 東 $2\cross$ 冬 +9東 $\cross$ 冬 +1

東 6–11東$5+45$ 東 4–84東 3+70東 2 $-21$ 東 $+1=0$

14円のとき, 壬率 $=$ 庚率

東 7 $x$ 冬 $-12$ 東 6 $x$ 冬 +56東$5_{X}$ 冬一 128東 4 $x$ 冬 +148東 3 $x$ 冬 $-80$ 東 2 $x$ 冬 +16東 $x$ 冬 +1

$=$ 東 5 $x$ 冬 $-8$ 東 4 $x$ 冬 +22東 3 $x$ 冬 $-24$ 東 2 $x$ 冬 +9東 $x$ 冬 +1

東 6–12東$5+55$ 東 4–120東$3+126$ 東 2 $-56$ 東 $+7=0$

15円のとき, 壬率 $=$ 辛率

東 7 $X$ 冬 $-12$ 東 6 $x$ 冬 +56東 5 $x$ 冬一 128東 4 $x$ 冬 +148東 3 $\cross$ 冬 $-80$ 東$2\cross$ 冬 +16東 $x$ 冬+1

$=$ 東 6 $x$ 冬 $-10$ 東 5 $x$ 冬 +37東 4 $x$ 冬 $-62$ 東$3_{X}$ 冬 $+46$ 東 2 $x$ 冬 $-12$ 束 $x$ 冬 $+$ 乙率

東 7–12東$5+55$ 東 4–120東$3+126$ 東 2-56東 $+7=0$

16円のとき, 癸率 $=$ 辛率

東 8 $x$ 冬 $-14$ 東 7 $x$ 冬 $+79$ 東$6\cross$ 冬 $-230$ 東 3 $x$ 冬 $+367$ 東 4 $x$ 冬 $-314$ 東 3 $x$ 冬+130東 2 $x$ 冬

$-20$ 東 $x$ 冬 $+$ 乙率

$=$ 東 6 $x$ 冬 $-10$ 東 5 $x$ 冬 +37東 4 $x$ 冬 $-62$ 東$3\cross$ 冬 $+46$ 東 2 $x$ 冬一 12東 $x$ 冬 $+$ 乙率

東 9–14東$6+78$ 東 5–220東$4+330$ 東 3–252東$2+84$ 東 $-8$

東について

6円 (東 2–4東 +3)\div (東 - $1$ ) $=$ 東 $-3$

8円 (東 3-6東$2+10$ 東-4)\div (東 $-2$) $=$ 東 2–4東 $-2$

10円 (東 4–8東$3+21$ 東 2–20東 +5)\div (東 2--3東 $+1$ ) $=$ 東 2–5束 +5

12円 (東 5–10東$4+36$ 東 3-56東$2+35$ 東 –6)\div (東 2--4東 $+3$ ) $=$ 東 3–6東$2+9$ 東 $-2$

14円 (東 6–12東$6+55$ 東 4–120東$3+126$ 東 2–56束 +7)\div (東 3--5東$2+6$ 東一 1)

$=$ 東 3–7東$2+14$東 $-7$

16円 (東 7–14東$6+78$ 東 5–220東$4+330$ 東 3–252東$2+84$ 東 –8)\div (東 3--6東$2+10$ 東 $-4$)

$=$ 東 4–8東 3+20東 2–16束+2
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表 1: 東の係数

表 2: 偶数個の場合

奇数個の場合につて

原数 =(円数)–2 $=n-2$ 一差 =(原数)–1 $=n-3$

二差 =(一差)–1 $=n-4$ 三差 =(二差)–1 $=n-5$

1級数 1

2級数 原数 $=n-1$

3級数 (一差)2(二差) $= \frac{(n-3)(n-4)}{2}$

4級数 $\frac{((33\text{級}n\text{数})(\underline{=}\text{差})(\text{四差})}{3(-\text{差})}\overline{=}\frac{(n-4)(n-5)(n-6)}{2x3}$
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表 3: 奇数個の場合

5級数 $\frac{(4\text{級数})(H\text{差})(/\backslash \text{差})}{4(--\text{差})}=\frac{(n-5)(n-6)(n-7)(n-8)}{2x3x4}$

6級数 $\frac{(5\hslash \text{数})(\text{七差})(/\backslash \not\equiv)}{5(\underline{=}\not\equiv)}-\frac{(n-6)(n-7)(n-8)(n-9)(n-10)}{2x3x4x5}$

偶数個の場合につて

原数 $= \frac{\text{円数}}{2}=\frac{n}{2}$ -差 =(原数)–3 $= \frac{n}{2}-3$

1級数 1

2級数 原数 $= \frac{n}{2}$

3級数 (2級数) $($ -差
$)= \frac{\frac{n}{2}(\frac{n}{2}-3)}{2}$

4級数 $rightarrow 3(-)()()($
差

$)_{=\frac{\frac{n}{2}(\frac{n}{2}-4)(\frac{n}{2}-5)}{2x3}}$

5級数 (4 n*4)((四差差) (五差)
$= \frac{\frac{n}{2}(\frac{n}{2}-5)(\frac{n}{2}-6)(\frac{n}{2}-7)}{2x3x4}$

6級数 (5 \Re \Re 5)((六差差)(五差) $=rightarrow^{\frac n2(n2\frac-6)(n-7)(n2\underline-8)(n\underline-9)2^{\underline}x3x4x5}$

直求径式

9円 東 4–7東 3+15東 2–10東 $+1=0$

$3$ 円 東 $-1=0$

(9円)\div (3円) 9円 東 3–6東$2+9$ 東一 1

12円 東 3–6東$2+9$ 東 $-2$ 東 $-2$

(12円)\div (4円) 東 2– $4+1$
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15円 東 7–13東$6+66$ 東 5–165東$4+210$ 東’ $-126$ 東$2+28$ 東 $-1$

(15円)\div (3円) 東 6–12東$5+54$ 東 4 $-111$ 東$3+99$東 2–27東 $+1$

(15円)\div (5円) 東 4–9東 3+26東 2–24東 +1

東を得た後

(外 - 甲) (内 $+$ 甲) 東 $=4$ 内 $\cross$ 外

内 $x$ 外 $x$ 東 – 内 $x$ 甲 $x$ 東 $+$ 外 $x$ 甲 $x$ 束 – 甲 2東 $=4$ 内 $x$ 外

内 $x$ 外 – 内 $x$ 甲 $+$ 外 $x$ 甲 – 甲 2–4 $\text{内_{}R^{\cross}}$

外
$=0$

外, 内より甲を求める式
4内 $x$ 外

内 $x$ 外$-R+$ (外 - 内) 甲 – 甲$2=0$

外, 甲より内を求める式

外 $x$ 甲 – 甲 2+(外 - 甲 $- \frac{4\theta t}{\text{東}}$ ) 内 $=0$

内, 甲より外を求める式

-内 $x$ 甲 – 甲 2+(内 $+$ 甲 $- \frac{4\text{内}}{X}$)外 $=0$

$\frac{1}{\text{東}}=\frac{(\text{外-甲})(\text{内甲})}{4\text{内}x\text{外}}$

補足 東に関する注記

どのようにして東 $= \frac{4\text{外}x\text{内}}{(\text{外-甲})(\text{内甲})}$ が二距斜幕率になると考えたか

円に内接する正角形を考える. 1辺を $a$ , 二距斜を $a_{2}$ , 円の直径を $R$ , 矢を $c$ , とする.

$a:c=R$ :a $c=\frac{a^{2}}{R}$

$\frac{a_{2}}{2}$ : $c=R-c$ : $\frac{a_{2}}{2}$
$( \frac{a_{2}}{2})^{2}=c(R-c)=\frac{a^{2}}{R}(R-\frac{a^{2}}{R})$

$( \frac{a_{2}}{a})^{2}=4\frac{R^{2}-a^{2}}{R^{2}}$

円に直径の等しい円が内接および外接する場合を考える. $R=$ 外 – 甲, $R=$ 内 $+$ 甲より

$( \frac{a_{2}}{a})^{2}=4\frac{(\text{外}-2\text{甲})\text{外}}{t^{9t-\text{甲})^{2}}}$

$( \frac{a_{2}}{a})^{2}=4\frac{(\text{内}+2\text{甲})\text{内}}{(\text{内}+\text{甲})^{2}}$

上記のような考察から東が二距斜幕率になることが考えられたのではないかと思われる.
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3 甲円が 2個並んでいる時, 同様に各率を求める

$=$ 東 $x$ 冬 - 冬 $-2$ 束 $+3=$ 東 $x$ 江一江 +1

丁率 $=$ 丙率 $x$ 因法 $+$ 増率 – 乙率 $=$ 東 2 $x$ 江 $-3$ 東 $x$ 江 $+2$ 江 $+1$

成率 $=$ 丁率 $x$ 因法 $+$ 増率 - 丙率 $=$ 東 3 $x$ 江 $-5$ 東 2 $x$ 江 $+7$ 東 $x$ 江 $-3$ 江 $+$ 冬 $-1$

己率 $=$ 成率 $x$ 因法 $+$ 増率 – 丁率 $=$ 東 $4\cross$ 江 $-7$ 東 3 $x$ 江 +16東 2 $x$ 江 $-13$ 東 $x$ 江 $+3$ 江 $+1$

個別の場合について

3円のとき, 甲率 $=$ 丙率 東 $x$ 江一江+ $=1$ 東 $x$ 江一江 $=0$ 東 $-1=0$

4円のとき, 乙率 $=$ 丙率 東 $x$ 江 – 江 $+1=$ 冬 $-1$ 東 $x$ 江 – 江 – 冬 $+2=0$

東 $x$ 江 $-2$ 江 $=0$ 東 $-2=0$

5円のとき, 乙率 $=$ 丁率 東 2 $x$ 江 $-3$ 束 $x$ 江 $+2$ 江 $+1=$ 冬 $-1$

東 2 $x$ 江 $-3$ 東 $\cross$ 江 +2江 - 冬 $+2=0$ 東 2 $x$ 江 $-3$ 東 $x$ 江 $+$ 江 $=0$ 東 2–3東 $+1=0$

6円のとき, 丙率 $=$ 丁率 東 2 $x$ 江 $-3$ 東 $x$ 江 $+2$ 江 $+1=$ 東 $x$ 江一江 +1

東 2 $x$ 江 $-4$ 東 $x$ 江 +3江 $=0$ 東 2–4東 $+3=0$

7円のとき, 丙率 $=$ 成率

東 3 $x$ 江 $-5$ 東 2 $x$ 江 +7東 $x$ 江 $-3$ 江 $+$ 冬 $-1=$ 東 $x$ 江 - 江 $+1$

東 3 $x$ 江 $-5$ 東 2 $x$ 江+6束 $x$ 江 $-2$ 江 $+$ 冬 $-2=0$ 東 3–5東$2+6$ 東一 $1=0$

8円のとき, 丁率 $=$ 成率

東 3 $x$ 江 $-5$ 東 2 $x$ 江 +7束 $x$ 江 $-3$ 江 $+$冬– $1=$ 東 2 $x$ 江 $-3$ 東 $x$ 江 +2江 +1

東 3 $x$ 江 $-6$ 東 2 $x$ 江 $+10$ 東 $x$ 江 $-5$ 江 $+$ 冬 $-2=0$ 東 3-6東$2+10$ 東 $-4=0$
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表 4: 東を求める式

東を得た後

(外 - 矢) (内 $+$ 矢) 東 $=4$ 内 $x$ 外

(寅 $+$ 卯)2+ 寅 2– 卯$2=2$ 寅$2+2$ 寅 $x$ 卯 $=$ 内$2+2$ 内 $x$ 甲 $+$ 外 2–2外 $x$ 甲 $-$ (-外 $+$ 内 +2矢)2

$=2$ 内 $x$ 甲 $-2$ 外 $\cross$ 甲 +2外 $x$ 内 +4外 $x$ 矢 $-4$ 内 $x$ 矢 $-4$ 矢 2

-外 $\cross$ 甲 $+$ 内 $x$ 甲 $+$ 内 $x$ 外 +2外 $x$ 矢 $-2$ 内 $x$ 矢 $-2$矢 2=(寅 $+$ 卯) 寅

-外 $x$ 甲 $x$ 東 $+$ 内 $x$ 甲 $x$ 束 $+$ 内 $x$ 外 $x$ 束 +2外 $x$ 矢 $x$ 東 $-2$ 内 $x$ 矢 $\cross$ 東 $-2$ 矢 2 $x$ 東

=(寅 $+$ 卯) 寅 $x$ 東

(上式)–(前空式)

-外 $x$ 甲 $x$ 束 $+$ 内 $x$ 甲 $x$ 東 - 内 $x$ 外 $\cross$ 東 +8内 $x$ 外 =(寅 $+$ 卯) 寅 $x$ 東

-(外 - 内) 甲 $x$ 東 - 内 $x$ 外 $x$ 東 +8内 $x$ 外 =(寅 $+$ 卯) 寅 $x$ 東

上式を 2乗すると, {(寅 $+$ 卯) 寅 $x$ 東}2=(寅 $+$ 卯)2寅 2 $x$ 東 2 より

4内 $x$ 外 $x$ 甲 2 $x$ 東 +(外 - 内)2甲 2 $x$ 東 2–16(外 - 内) 内 $x$ 外 $x$ 甲 $x$ 東

$-16$ 内 2 $x$ 外 2 $x$ 東+64内 2 $x$ 外$2=0$

(外 $+$ 内)2甲 2 $x$ 東 2–16(外一内) 内 $x$ 外 $x$ 甲 $x$ 東 $-16$ 円 2 $x$ 外 2 $x$ 東 +64内 2 $x$ 外$2=0$
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外, 内より甲を求める

64内 2 $x$ 外 2 $-16$ 内 2 $x$ 外 2 $\cross$ 東 +{-16(外一内) 内 $\cross$ 外 $x$ 東} 甲 +(外 $+$ 内)2東 2 $x$ 甲$2=0$

外, 甲より内を求める

外 2 $x$ 甲 2 $x$ 東$2+$ { $2$ 外 $\cross$ 甲 2 $x$ 東 2–16外 2 $\cross$ 甲 $x$ 東} 内

$+$ { 甲 2 $x$ 東$2+16$ 外 $x$ 甲 $x$ 東 $-16$ 外 2 $x$ 東 +64外 2} 内$2=0$

東を求める式は円数を角数とした時の二距斜巾を求める式と同じ.

術文 術日以四個為原数置周法幕四之為負一差置一差乗周法幕四之得数三除四除之為正二差置二差乗周法寡
四之得数五除六除之, 為負三差置三差乗周法幕四之得数七除八除之為正四差置四差乗周法幕四之得数九除一
十除之為負五差余倣之次第如此求之即為求東表所求表出干此
原数正四個
一差負三十九個四七八四一七六 $O$四三五七四

二差正一百二十九個八七八七八八 $O$四五三

三差負一百七十 $O$個九一三六二一六一三

四差正一百二十 $O$個四八九二八二五六

五差負五十二個八五二四二八八
六差正一十五個八 $O$七 $O$四七

七差負三個四二八七八

求東術日置七差以円数幕除之得数以減六差余以円数幕除之得数以減五差余以円数幕除之得数以減四差余以円
数幕除之得数以減三差余以円数幕除之得数以減二差余以円数幕除之得数以減一差余以円数幕除之得数以減原
数余得東

仮如円数三者依定式得東一個整
以表求之得一個OOOOOOOO六 九位合
乃円数一十者用五差則一+一位合臭 円数三十者用三差則一十位合奥
故円数愈多則用差数愈少而足故随題而当用差数而已

東を求める式

原数 $=4$ 一差 =4(周法)2 二差 $= \frac{(-\text{差})4(H\text{法})^{2}}{3x4}=\frac{16(\text{周法})^{4}}{3x4}$

三差 $=$ (二差 5)4x(周法)2 四差 $= \frac{(^{\underline{=}}\text{差})4(\text{周法})^{2}}{x}$ 五差 $=$ –(四差)x4(周法)2
東 $=$ 原数一 [一差-[=差 -[三差 -[四差 –[五差 –[六差 $- \frac{\text{七差}}{(\text{円数})^{2}}]\frac{1}{(\text{円数})^{2}}$ ]

$\frac{1}{(\text{円数})^{2}}]\frac{1}{(\text{円数})^{2}}]\frac{1}{(\text{円数})^{2}}]\frac{1}{(\text{円数})^{2}}1$

$($円
$1$

数 $)^{2}$

]
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注

東 $=( \frac{a_{2}}{a})^{2}=(2\cos\theta)^{2}=2(1+\cos 2\theta)$ $\theta=\frac{\pi}{n}$

4 円内容累円術後編

図のように内, 外円の間に累円を容れたものがある.

丙率 $=$ 乙率 $x$ 因法 $+$ 増率一 1

丁率 $=$ 丙率 $x$ 因法 $+$ 増率一乙率

成率 $=$ 丁率 $x$ 因法 $+$ 増率 – 丙率

外, 甲, 乙を与えて内を求める 廉術変換より

外 $2\cross$ 甲 $2\cross$ 乙 2 $x$ 東$2+$ { $2$ 外 $x$ 甲 2 $x$ 乙 2 $x$ 東 2-8外 2(甲 $+$ 乙) 甲 $x$ 乙 $x$ 束} 内

$+${ 甲 2 $x$ 乙 2 $x$ 東$2+8$ 外 (甲 $+$ 乙) 甲 $\cross$ 乙 $\cross$ 東 $+16$ 外 2 $x$ (甲 $+$ 乙$)^{2}-16$ 外 2 $x$ 甲 $x$ 乙} 内$2_{=0}$

-外 $x$ 甲 $x$ 乙 $x$ 東 $+$ {-甲 $x$ 乙 $x$ 東 +4外 (甲 $+$ 乙)} $=$ 寄位

寄位$2=$ 外 2 $\cross$ 甲 2 $x$ 乙 $2\cross$ 東$2+$ { $2$ 甲 2 $x$ 乙 2 $\cross$ 東 2 $x$ 外 $-8$ 外 2 $x$ 甲 $x$ 乙 $x$ 東 (甲 $+$ 乙)} 内

$+${ 甲 2 $x$ 乙 2 $x$ 東 2-8外 (甲 $+$ 乙) 甲 $x$ 乙 $x$ 東 +16外 2(甲 $+$ 乙)} 内 2

寄位 2 一基式 $=$ {$-16$ 外 (甲 $+$ 乙) 甲 $x$ 乙 $\cross$ 東 $+16$ 外 2 $x$ 甲 $x$ 乙 $x$ 東} 内 2

-外 $x$ 甲 $x$ 乙 $x$ 東 $+$ {-甲 $x$ 乙 $x$ 東 +4外 (甲 $+$ 乙) $-\sqrt{}$} 内 $=0$

-外 $x$ 甲 $x$ 乙 $x$ 東 $+$ {-甲 $x$ 乙 $x$ 東 +4外 (甲 $+$ 乙)+ $\sqrt{}$ } 内 $=0$
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解 廉術変換の天を求める式. 天は甲, 地は乙に換える.

(外 $+$ 内) 甲 2 $\cross$ 乙 2 $\cross$ 乾 (外 - 内) 甲 2 $\cross$ 乙 $-2$ 乾 (外 - 内) 甲 $x$ 乙$2+2$ 乾 (外 - 内) 甲 $\cross$ 乙 $x$ 矢

$-2$ 乾 $x$ 坤 $\cross$ 甲 $x$ 乙 $+$ 乾$2\cross$ 甲$2+$ 乾 2 $x$ 乙$2=0$ 基式

乾 $=$ 外 $x$ 内 $+$ 外 $x$ 矢 – 内 $\cross$ 矢 – 矢 2 坤 $=$ 内 $\cross$ 外 $+$ 矢 2

東 $= \frac{4\text{内}x\text{外}}{\text{乾}}=$ 因法 +2 増率 $= \frac{2(\text{外内})\text{甲}}{\text{乾}}$ 東 $x$ 乾 $=4$ 内 $x$ 外 とする

乙を求める式

(外 $+$ 内)2東 x 甲 2 $x$ 乙 2–8(外 - 内) 内 $x$ 外 (甲 $+$ 乙) 甲 $x$ 乙 $x$ 東 $-16$ 内 2 $x$ 外 2 $x$ 甲 $x$ 乙 $x$ 東

+16内 2 $x$ 外 2 $($甲$+$ 乙$)^{2}=0$

16内 $2\cross$ 外 2 $\cross$ 甲 $2+$ { $32$ 内 2 $x$ 外 2 $x$ 甲 $-16$ 内 2 $x$ 外 2 $x$ 甲 $x$ 東 –8(外 – 内) 内 $x$ 外 $x$ 甲 $x$ 東} 乙

$+${ $16$ 円 2 $x$ 外 2+(外 $+$ 内)2 $x$ 甲 2 $x$ 東 2–8(外 - 内) 内 $x$ 外 $x$ 甲 $x$ 東} 乙$2=0\cdots$ 原式

$-2$ 内 $x$ 外 $\cross$ 甲 $+$ { $-2$ 内 $x$ 外 $+$ 内 $x$ 外 $x$ 東 $+ \frac{(\theta h-\text{内})\text{甲}\cross R}{2}$ } 乙 $=$ 寄位

4(寄位)2 $=16$ 内 2 $x$ 外 2 $x$ 甲 2

$+$ { $32$ 内 2 $x$ 外 2 $x$ 甲 $-16$ 内 2 $x$ 外 2 $x$ 甲 $x$ 東-8(外一内) 外 $x$ 内 $x$ 甲 2東} 乙

$+\{16$ 内 2 $x$ 外$2+44$ 内 2 $x$ 外 2 $x$ 東 2+(外 - 内)2甲 2 $x$ 東 2–16内 2 $x$ 外 2 $x$ 東

+4(外 - 内) 内 $x$ 外 $x$ 甲 $x$ 東 2-8(外 - 内) 内 $x$ 外 $x$ 甲 $x$ 東} 乙 2

{4(寄位)2--(原式)}\div 4 $=\{-4$ 内 2 $x$ 外 2 $x$ 東 $+$ 内 2 $x$ 外 2 $x$ 東 2+(外 - 内) 内 $x$ 外 $x$ 甲 $\cross$ 東 2

-内 $x$ 外 $x$ 甲 2 $x$ 東 2} 乙 2

(上式の乙の係数)\div (外 2 $x$ 内 $2$ ) $=-4$束 $+$ 東 $2+ \frac{(\theta 1-\text{内})\text{甲}x\text{東^{}2}}{9t\cross\hslash}-\frac{\text{甲^{}2}x\text{東^{}2}}{\text{外}x\hslash}$

$=-4$ 東 $+$ 東$2+2$ 増率 $x$ 東 $- \frac{\text{甲^{}2}x\text{東^{}2}}{91x\text{内}}$ 西 $=$ 東 $+$ 増率

$=-4$ 東 – 束$2+2$ 東 $x$ 西 $- \frac{2\text{増率}x\text{甲}x\text{東}}{\theta t-\text{内}}$

$\sqrt{}=\sqrt{-4\text{東-東^{}2}+2\text{東}x\mathfrak{F}-\frac{2\text{増率}x\text{甲}x\text{東}}{\text{ク}h-\hslash}}$ で表す

$-2$ 甲 $+$ { $2+$ 東 $+$ 増率一 $\sqrt{}$} 乙 $=0$

乙率 $=$ {東 $+$ 増率 $-2-\sqrt{}$} $\div 2$ 乙 $= \frac{\text{甲}}{\text{乙率}}$ 東 $=$ 因法 +2
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因法を求める

丙率 $=$ 乙率 $x$ 因法 $+$ 増率一甲率 $=$ 増率 $-1+$ 乙率 $\cross$ 因法

丁率 $=$ 丙率 $\cross$ 因法 $+$ 増率 – 乙率 $=$ 増率 $-$ 乙率 +(増率 $-1$ ) 因法 $+$ 乙率 $x$ 因法 2

成率 $=$ 丁率 $x$ 因法 $+$ 増率 – 丙率 =1+(増率 $-2$ 乙率) 因法 +(増率 $-1$ ) 因法$2+$ 乙率 $x$ 因法 3

己率 $=$ 成率 $x$ 因法 $+$増率 - 丁率 $=$ 乙率 $+$ (-増率 +2) 因法 +(増率 $-3$ 乙率) 因法 2

+(増率 $-1$) 因法$3+$ 乙率 $x$ 因法 4

庚率 $=$ 己率 $x$ 因法 $+$ 増率 – 成率 $=$ 増率 $-1+$ (-増率 +3乙率) 因法 $+$ ( $-2$ 増率 +3) 因法 2

+(増率 $-4$ 乙率) 因法 3+(増率 $-1$ ) 因法$4+$ 乙率 $x$ 因法 5

辛率 $=$ 庚率 $\cross$ 因法 $+$ 増率 – 己率 $=$ 増率 $-$ 乙率 $+$ ( $2$ 増率 $-3$) 因法 $+$ (-増率 +6乙率) 因法 2

$+$ ( $-3$増率 +4) 因法 3+(増率 $-5$ 乙率) 因法 4+(増率一 1) 因法$6+$ 乙率 $x$ 因法 6

壬率 $=$ 辛率 $x$ 因法 $+$ 増率 – 庚率 $=1+$ ($2$ 増率 $-4$ 乙率) 因法 $+$ ($4$ 増率 $-6$) 因法 2

$+$ ( $-3$ 増率 +10乙率) 因法$3+$ ( $-3$ 増率 +5) 因法$4+$ (増率 $-6$ 乙率) 因法 5

+(増率 $-1$) 因法$6+$ 乙率 $x$ 因法 7

癸率 $=$ 壬率 $x$ 因法 $+$ 増率 - 辛率 $=$ 乙率 $+$ ( $-2$増率 +4) 因法 $+$ ($4$増率 $-10$ 乙率) 因法 2

$+$ ( $7$ 増率 $-10$) 因法$3+$ ( $-4$ 増率 +15乙率) 因法$4+$ ( $-4$増率 +6) 因法 5

+(増率 $-7$ 乙率) 因法$6+($増率$-1)$ 因 $\text{法^{}7}+$ 乙率 $x$ 因法 8

三円

丁率 $=$ 甲率 (増率一乙率)+(増率一 1) 因法 $+$ 乙率 $x$ 因法$2=1$

(増率 – 乙率 –1)+(増率 $-1$ ) 因法 $+$ 乙率 $x$ 因法 $=0\cdots$ 前式

成率 $=$ 乙率 1+(増率 $-2$ 乙率) 因法 +(増率一 1) 因法$2+$ 乙率 $x$ 因法$3=$ 乙率

(1一乙率)+(増率 $-2$ 乙率) 因法 +(増率一 1) 因法$2+$ 乙率 $x$ 因法 $=0\cdots$ 後式

後式一前式 $x$ 因法

(1一乙率)+(-乙率 +1) 因法 $=$ ( $-1$ – 因法)(乙率一 $1$ ) $=0$

$-1-$ 因法 $=0$
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四円

成率 $=$ 甲率 1+(増率 $-2$ 乙率) 因法 +(増率 $-1$ ) 因法$2+$ 乙率 $x$ 因法$3_{=1}$

(増率 $-2$ 乙率)+(増率 $-1$ ) 因法 $+$ 乙率 $\cross$ 因法$2=0\cdots$ 前式

己率 $=$ 乙率

乙率 +(一増率 +2) 因法 +(増率 $-3$ 乙率) 因法$2+($増率$-1)$ 因法$3+$ 乙率 $x$ 因法 $=$ 乙率

(-増率 +2)+(増率 $-3$ 乙率) 因法 +(増率 $-1$ ) 因法$2+$ 乙率 $x$ 因法$3=0\cdots$ 後式

後式一前式 $x$ 因法

(-増率 +2) 一乙率 $x$ 因法 $=0\cdots$ 一式

前式 +(一式) $x$ 因法 (増率 $-2$ 乙率)+ 因法 $=0\cdots$ 二式

(一式)+(二式) ( $-2$ 乙率 $+2$) $+$ (-乙率 +1) 因法 =(乙率一 $1$ )( $-2$ – 因法) $=0$

$-2-$ 因法 $=0$ この式は題意に背くから 因法 $=0$

五円

己率 $=$ 甲率

乙率 +(-増率 +2) 因法 +(増率 $-3$ 乙率) 因法$2+($増率$-1)$ 因法$3+$ 乙率 $x$ 因法$4=0$

乙率 $-1+$ (-増率 +2) 因法 +(増率 $-3$ 乙率) 因法$2+($増率 $-1)$ 因法 3

$+$乙率 $x$ 因法$4=0\cdots$ 前式

庚率 $=$ 乙率

増率 –1+(一増率 +3乙率) 因法 $+$ ( $-2$ 増率 +3) 因法$2+$ (増率 $-4$ 乙率) 因法 3

+(増率 $-1$ ) 因法$4+$ 乙率 $x$ 因法$5=$ 乙率

増率 – 乙率 $-1+$ (-増率 +3乙率) 因法 $+$ ( $-2$ 増率 +3) 因法$2+$ (増率 $-4$ 乙率) 因法 3

+(増率 $-1$ ) 因法$4+$ 乙率 $x$ 因法$b=0\cdots$ 後式

後式 – 前式 $x$ 因法

(増率 – 乙率 $-1$ ) $+$ (-増率 +2乙率) 因法 $+$ (-増率+!) 因法 2 一乙率 $\cross$ 因法$3=0\cdots$ 一式

(一式) $x$ 因法一 (前式)

(乙率一 1)+(一乙率 +1) 因法 +(一乙率 +1) 因法$2=0\cdots$ 二式

(乙率一 $1$ )( $1$ 一因法一因法$2$ ) $=0$ 1– 因法 – 因法$2_{=0}$
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六円

庚率 $=$ 甲率

増率 $-1+$ (-増率 +3乙率) 因法 $+$ ( $-2$ 増率 +3) 因法 2+(増率 $-4$ 乙率) 因法 3

+(増率 $-1$ ) 因法$4+$ 乙率 $x$ 因法$6=1$

増率 $-2+$ (-増率 +3乙率) 因法 $+$ ( $-2$ 増率 +3) 因法 2+(増率 $-4$ 乙率) 因法 3

+(増率 $-1$ ) 因法$4+$ 乙率 $x$ 因法$5=0\cdots$ 前式

辛率 $=$ 乙率

増率 - 乙率 $+$ ( $2$ 増率 $-3$) 因法 $+$ ( $-2$ 増率 +6乙率) 因法$2+$ ( $-3$ 増率 +4) 因法 3

+(増率 $-5$ 乙率) 因法$4+($増率 $-1)$ 因法$5+$ 乙率 $x$ 因法$6=$ 乙率

増率 $-2$ 乙率 $+$ ( $2$ 増率 $-3$) 因法 $+$ ( $-2$ 増率 +6乙率) 因法$2+$ ( $-3$ 増率 +4) 因法 3

+(増率 $-5$ 乙率) 因法 4+(増率 $-1$ ) 因法$5+$ 乙率 $x$ 因法$6=0\cdots$ 後式

後式 - 前式 $x$ 因法

増率 $-2$ 乙率 +(増率 $-1$ ) 因法 $+$ (-増率 +3乙率) 因法$2+$ (-増率 +1) 因法 3

-乙率 $x$ 因法$4=0\cdots$ 一式

(一式) $x$ 因法 $+$ 前式

増率 $-+2$ 乙率 $x$ 因法 $+$ (-増率 +2) 因法 2 – 乙率 $x$ 因法$s=0\cdots$ 二式

(一式)–(二式) $x$ 因法

増率 $-2$ 乙率 $+$ 因法 $+$ (-増率 +2乙率) 因法 2 – 因法$3=0\cdots$ 三式

(三式)–(二式)

$-2$ 乙率 +2+(一乙率 +1) 因法 $+$ ( $2$ 乙率 $-2$) 因法 2+(乙率一 1) 因法$3=0$

(乙率 $-1$)($-2$ – 因法 +2因法$2+$ 因法$3$ ) $=0$

$-2$ – 因法 +2因法$2+$ 因法$3=0$

($2+$ 因法)(1– 因法)(-1+ 因法) $=0$ $-1+$ 因法 $=0$
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七円

辛率 $=$ 甲率

(増率 - 乙率)+(2増率 $-3$ ) 因法 $+$ ( $-2$ 増率 $+6$ 乙率) 因法$2+$ ( $-3$ 増率 +4) 因法 3

+(増率 $-5$ 乙率) 因法 4+(増率 $-1$ ) 因法$5+$ 乙率 $x$ 因法$6=1$

(増率 – 乙率 $-1$ ) $+$ ( $2$ 増率 $-3$) 因法 $+$ ( $-2$ 増率 $+6$ 乙率) 因法$2+$ ( $-3$ 増率 +4) 因法 3

+(増率 $-5$ 乙率) 因法 4+(増率 $-1$ ) 因法$5+$ 乙率 $x$ 因法$6=0\cdots$ 前式

壬率 $=$ 乙率

$1+$ ( $2$ 増率 $-4$ 乙率) 因法 $+$ ( $4$ 増率 $-6$ ) 因法$2+$ ( $-3$ 増率 +10乙率) 因法$3+$ ( $-4$ 増率 +5) 因法 4

+(増率 $-6$ 乙率) 因法 5+(増率 $-1$ ) 因法$6+$ 乙率 $x$ 因法$7=$ 乙率

-乙率 $+1+$ ($2$ 増率 $-4$ 乙率) 因法 $+$ ( $4$ 増率 $-6$) 因法$2+$ ( $-3$ 増率 +10乙率) 因法 3

$+$ ( $-4$ 増率 +5) 因法 4+(増率 $-6$ 乙率) 因法 5+(増率 $-1$ ) 因法$6+$ 乙率 $x$ 因法$7=0\cdots$ 後式

後式 - 前式 $x$ 因法

-乙率 +1+(増率 $-3$ 乙率 +1) 因法 $+$ ( $2$ 増率 $-3$) 因法$2+$ (-増率 +4乙率) 因法 3

$+$ ( $-4$ 増率 +5) 因法$4+$ 乙率 $x$ 因法$5=0\cdots$ 一式

前式 +(一式) $x$ 因法

(増率 - 乙率一 $1$ ) $+$ ( $2$ 増率 – 乙率 $-2$) 因法 $+$ (-増率 $+3$ 乙率 $+1$ ) 因法 2+(一増率 +1) 因法 3

-乙率 $\cross$ 因法$4_{=0}\ldots$ 二式

(一式)–(二式) $x$ 因法

-乙率 $+1+$ ($-2$ 乙率 +2) 因法 +(乙率 $-1$ ) 因法$2+($乙率 $-1)$ 因法$3=0$

(乙率 $-1$ )($-1-2$ 因法 $+$ 因法$2+$ 因法 $3$ ) $=0$ $-1-2$ 因法 $+$ 因法$2+$ 因法$s_{=0}$

八円

壬率 $=$ 甲率

2増率 $-4$ 乙率 $+$ ($4$ 増率 $-6$) 因法 $+$ ( $-3$ 増率 +10乙率) 因法$2+$ ( $-4$ 増率 $+5$) 因法 3

+(増率 $-6$ 乙率) 因法 4+(増率一 1) 因法$5+$ 乙率 $x$ 因法$6=0\cdots$ 前式

癸率 $=$ 乙率
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$-2$ 増率 $+4$) $+$ ( $4$ 増率 $-10$ 乙率) 因法 $+$ ( $7$ 増率 $-10$ 乙率) 因法$2+$ ( $-4$ 増率 +15乙率) 因法 3

$+$ ( $-5$ 増率 +6) 因法 4+(増率 $-7$ 乙率) 因法 5+(増率 $-1$ ) 因法$6+$ 乙率 $\cross$ 因法$7=0\cdots$ 後式

後式 - 前式 $x$ 因法

( $-2$ 増率 $+4$) $+$ ( $2$ 増率 $-6$ 乙率) 因法 $+$ ( $3$ 増率 $-4$) 因法$2+$ (-増率 +5乙率) 因法 3

$+$ (-増率 $+1$ ) 因法$4+$ 乙率 $x$ 因法$5=0\cdots$ 一式

前式 +(一式) $x$ 因法

(2増率 $-4$ 乙率)+(2増率 $-2$) 因法 $+$ (-増率 +4乙率) 因法 2

$+$ (-増率 +1) 因法 3– 乙率 $x$ 因法$4_{=0}$ $.$ . 二式

(一式)–(二式) $x$ 因法

( $-2$ 増率 $+4$) $-2$ 乙率 $x$ 因法 +(増率 $-2$) 因法$2+$ 乙率 $x$ 因法$3=0\cdots$ 三式

(二式)+(三式) $x$ 因法

(2増率 $-4$ 乙率)+2因法 $+$ (-増率 +2乙率) 因法 2 – 因法$3=0\cdots$ 四式

(三式)+(四式)

$-4$ 乙率 $+4+$ ( $-2$ 乙率 +2) 因法 $+$ ( $2$ 乙率 $-2$) 因法$2+($乙率 $-1)$ 因法$3=0$

(乙率 $-1$ )($-4-2$ 因法 +2因法$2+$ 因法$3$ ) $=0$ $-4-2$ 因法 +2因法$2+$ 因法$3_{=0}$

( $2+$ 因法)(-2+ 因法 $2$ ) $=0$ $-2+$ 因法$2_{=0}$

東を得る式

東 $=$ 因法 +2

3円 1一東 $=0$

4円 $-2+$ 東 $=0$

5円 $-1+3$ 束 - 束$2_{=0}$

6円 $-3+$ 束 $=0$

7円 $-1+6$ 東 $-5$ 東$2+$東 3=0

8円 2-4東 $+$ 東$2=0$
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5 補足廉術変換より

外円, 内円, 地円の直径, および矢の長さが与えられたとき, 天円, 人円の直径を求める.

子 $=$ -外 $+$ 内 +2矢 =-(外 - 内)+2矢 =-(外 - 矢)+(内 $+$ 矢)

丑 $=$ 外 – 天 寅 $=$ 内 $+$ 天 卯 $=$ 外 - 地 辰 $=$ 内 $+$ 地 巳 $=$ 天 $+$ 地

寅 2– 子 2– 丑$2=2$ 子 $x$ 午

$=-2$外 2-4内 $\cross$ 矢 $-4$ 矢$2+4$ 外 $x$ 矢 +2外 $\cross$ 内 +2内 $x$ 天 +2外 $\cross$ 天

東 $=$ 子 $x$ 午 $=$ -外 2–2内 $x$ 矢 $-2$ 矢$2+2$ 外 $x$ 矢 $+$ 外 $x$ 内 $+$ 内 $x$ 天 $+$ 外 $x$ 天

子 2 $x$ 丑 2– 束$2=4$ 子 2 $x*^{2}$

乾 $=$ 外 $x$ 内 $+$ 外 $x$. 矢 – 内 $x$ 矢 – 矢 2

子 2 $x$ 未$2=$ -乾 (外 - 内) 矢 $+$ 乾 $x$ 矢$2+$ 乾 (外 - 内) 天 – 乾 $x$ 天$2=$ 冬

冬の中の天を地に換える, 丑を卯に, 寅を辰に, 午を申に換える.

子 2 $x$ 酉$2=$ -乾 (外 - 内) 矢 $+$ 乾 $x$ 矢$2+$ 乾 (外 - 内) 地 – 乾 $x$ 地 $2_{=}$ 江

酉 $=$ 未 $+$ 亥, 東の中の天を地に換える.

子 $x$ 申 $=$ -外 2–2内 $x$ 矢 $-2$ 矢$2+2$ 外 $x$ 矢 $+$ 外 $\cross$ 内 $+$ 内 $x$ 地 $+$ 外 $x$ 地

東 – 子 $x$ 申 $=$ 子 $x$ 成 $=$ 内 $x$ 天 $+$ 外 $x$ 天 – 内 $x$ 地一外 $x$ 地

子 2 $xE^{2}$ – 子 2 $x$ 成$2=4$ 子 2 $x$ 亥 2

子 2 $x$ 亥$2=$ 支 $=$ -乾 $x$ 天 2–2乾 $x$ 天 $x$ 地 – 乾 $\cross$ 地$2+$ $($外$+$ 内 $)^{2}$天 $x$ 地

支 $+$ 江一冬 $=$ 子 2 $x2$ 亥 $x$ 酉

$=-2$ 天 $x$ 地 $x$ 乾 $-2$ 地 2 $x$ 乾-(外 - 内) 乾 $x$ 天 +(外 - 内) 乾 $x$ 地 +(外 $+$ 内)2天 $x$ 地

4江 $x$ 支 $=4$ 子 4 $x$ 亥 2 $x$ 酉 2

坤 $=$ 外 $x$ 内 $+$ 矢 2 とおき子を約す.

乾 2 $x$ 地$2+$ { $-2$ 乾 (外 - 内) 地 2–2乾 $x$ 坤 $x$ 地 +2乾 (外 - 内) 矢 $x$ 地} 天

+{(外 $+$ 内)2地$2+$ 乾 2–2乾 (外 - 内) 地} 天$2=0$

天を地に, 地を人に換える. 天を求める式と人を求める式は交商式.

乾 2 $x$ 地$2+$ { $\sim 2$ 乾 (外 - 内) 地 2–2乾 $x$ 坤 $x$ 地 +2乾 (外 - 内) 矢 $x$ 地} 人
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+{(外 $+$ 内)2地$2+$ 乾 2–2乾 (外 – 内) 地} 人$2=0$

[-乾 $\cross$ 地 +{(外 - 内) 地 $+$ 坤–(外 - 内) 矢} 天]2

$-$ { $4$ 内 $x$ 外 (矢 $+$ 地) (矢 – 地) -4内 $x$ 外 (外 - 内) (矢 – 地)} $=0$

右位$=\sqrt{4\text{内}x}$it $($矢 $+$ 地 $)($矢-地$)-4$ 内 $xlb$ (外- 内)(\star -n)

-乾 $x$ 地 +{(外 - 内) 地 $+$坤-(外 - 内) 矢 –(右位)} 天 $=0$

-乾 $\cross$ 地 +{(外 - 内) 地 $+$坤-(外 - 内) 矢 +(右位)} 人 $=0$

-乾 $x$ 地 $x$ 人 $+$ {-乾 $x$ 地 +2(外 - 内) 地 $x$ 人 +2坤 $x$ 人 $-2$ (外 – 内) 矢 $x$ 人} 天 $=0$

地を甲に, 天を乙に換える.

乾 $=$ 外 $x$ 内 $+$ 外 $x$ 矢 – 内 $x$ 矢 – 矢 2=(外 - 矢)(矢 $+$ 内)= 寄位

坤 $=$ 内 $x$ 外 $+$ 矢 2 内 $x$ 外 – 矢 (外 - 内)+ 矢$2=$ 内 $\cross$ 外 – 寄位

左式 $=$ -寄位 $x$ 甲 +{(外 - 内) 甲 +2内 $\cross$ 外 – 寄位} 乙 再位

右位 $=\sqrt{4(\text{甲}+\text{矢})(\text{矢-甲})\text{内}x91-4(\theta 1}$- 内)(#-F) 内 $x9t$

-寄位 $x$ 甲 +(再位 - 右位) 乙 $=0$

丙を求める式

-寄位 $x$ 甲 $x$ 乙 $+$ {-寄位 $x$ 乙 +2(外 - 内) 甲 $x$ 乙 +2坤 $x$ 甲 –2(外 - 内) 矢 $x$ 甲} 丙 $=0$

$-$甲 $+ \{-1+\frac{2(\theta t-\text{内})\text{甲}}{\text{寄}}+^{4}---\frac{2\text{甲}}{\text{乙}}\}4$
内内 $x\theta$ト $x$甲寄$\{|Ix$ 乙

丙 $=0$

丙率 $= \frac{\text{甲}}{\text{丙}}$ 甲率 $=1$ 乙率 $= \frac{\text{甲}}{\text{乙}}$ 因法 $= \frac{4\text{内}x\theta\}}{\text{位}}-2$ 増率 $= \frac{2(\text{外-内})\text{甲}}{\text{寄}}$

-甲 $+$ {-甲率 $+$ 増率 $+$ 乙率 $x$ 因法} 丙 $=0$

丙率 $=$ 乙率 $x$ 因法 $+$ 増率 - 甲率 丙 $= \frac{\text{甲}}{\text{丙率}}$
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